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1. まえがき 

 近年,マルチコアプロセッサが普及し,マルチコアを用

いた並列アルゴリズムの高速化の研究[1]が行われてい

る.本研究では先行研究で提案した簡易論理合成手法を

並列化し,マルチコアを用いて理想的に並列に動いた場

合と OpenMP で実際に並列に動いた場合とを比較,評価

することで,理想的な並列環境と実環境による高速化率

を考察する. 

2． 簡易論理合成アルゴリズム 

本手法は比較的小規模の論理回路の最適化（最小化）

を対象とする簡易な簡約化手法である．本合成アルゴリ

ズムはクワインマクラフスキー法を基本として考えられ

ている.本研究ではこの簡易論理合成アルゴリズムを並

列化して,高速化を試みる. 

3． 並列化 

本研究では合成手法を並列に並べ,部分回路のグルー

プを並列に実行させる．図 1には,部分回路への分割方法

を示す.  

 

図 1．分割方法 

 図 1 では入力数制限を 3 入力とし,前提条件として FF

の前後で分割している.各分割した部分回路をマクロゲ

ートという.マクロゲートを各並列に割り当てて,並列に

論理合成を行う.並列に合成を行う図を図 2に示す. 

 

図 2．割り当てのイメージ図 

 図2は割り当てのイメージ図である.マクロゲートをグ

ループに分け,各グループを並列に合成を実行する. 

4． 評価 

 評価はターゲットプロセッサ上での理想的な並列実行

環境をシミュレーションできる VisualSpec と,実際の実

機上での並列実行ができる OpenMP と二つの環境で実

験を行う.VisualSpecでの評価結果を表 1に,OpenMPで

の評価結果を表 2に示す. 

表 1．評価結果 (VisualSpec) 

 

表 2．評価結果 (OpenMP) 

 

 VisualSpec での評価結果を見ると,高速化率の平均は

4 並列時に 3.52 倍,8 並列時に 6.04 倍となった.一方で

OpenMP での評価結果は高速化率の平均は 4 並列時に

1.65倍,8並列時に 1.55倍となった. 

5. まとめ・考察 

VisualSpec では並列数を上げる毎に実行時間が削減

出来ることが推定できた．OpenMPでは実プロセッサ数

と同数の並列数までしか,実行時間が減っていかなかっ

た.使用できるプロセッサ数が増えると,OpenMP でも並

列数を上げる毎に実行時間を削減できると考えられる. 

6． あとがき  

 均等な負荷をコアへ割り当てる手法の検討や,メニー

コア CPU での実験・評価,合成アルゴリズムの GPGPU

を用いた並列化の適応が今後の課題である． 
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